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主論文 

Rifaximin enhances the L‑carnitine‑mediated preventive effects on skeletal muscle atrophy in 

cirrhotic rats by modulating the gut‑liver‑muscle axis 

 

リファキシミンは腸-肝臓-筋肉軸の調節により肝硬変ラットの骨格筋萎縮に対する L-カ

ルニチンを介した予防効果を増強する 
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論文審査の要旨 

 

慢性肝疾患の予後規定因子であるサルコペニアについての有効な薬物療法は報告さ

れていない。コリン欠乏食（CDAA）で作成したサルコペニアを伴う肝線維化モデルラ

ットを用いて、異なる作用機序で筋萎縮の改善が期待できる Rifaximin（RFX）ならびに

L-carnitine（L-CAR）を使用し、有用性について検討した研究である。その結果、両薬剤

ともに有効であり、併用により更なる改善効果を認めていた。また、RFX 投与により腸

管透過性の改善を促し、lipopolysaccharide の流入を防ぐことで、L-CAR 投与によるミト

コンドリア機能改善効果を増強させることが分かった。 

質疑応答では RFX の作用や副作用の有無、L-CAR の適切な投与量、筋量の増加の程

度などについて質問が行われたが、いずれも適切に回答されていた。 

本研究は、肝硬変患者にとって予後規定因子であるサルコペニアに対する薬物療法の

可能性が示されており、大変有意義であり、博士（医学）の学位に値すると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器病態・代謝機能制御医

学の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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